
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

新しい学力観 

今年、相次いでOECDの実施した生徒の学習到達度調査(PISA) の国際比較結果が公表

され、日本の生徒の読解力や数学的知識の活用能力、科学的知識の活用能力について、日

本の生徒の国際的な順位が後退したことが、新聞やテレビのニュースなどで大きく報じら

れ、平成 10 年以来、現在の学校教育が進めてきた、ゆとり教育や総合的な学習の時間な

どが、その原因ではないかと、盛んに報道されました。 

このような中、現在、国においては、これらの国際的な学習到達度調査の結果や今後の

社会人に求められる能力等を勘案し、新しい学校教育の方向性を定める「新学習指導要領」

の改訂作業が進められていますが、先月 7日、その改訂の要点が発表されました。それに

よると 

◎ まず学習指導要領の理念は、現行と変更せず、「生きる力」をはぐくむこととなって

います。 

◎その理念を実現する具体的な手立てとして 

・国語・社会・数学・理科・外国語・保健体育の授業時間数を合計230時間程度増加 

 (つまずきやすい内容の反復練習や観察・実験、レポートの作成、論述などの学習活動

に充てる) 

・選択教科の授業時間数を縮小し、必修教科の授業時間数を増加 

・総合的な学習の時間数を縮小し3学年合わせて190時間程度とする 

・週当たりの授業時間数を1時間増加 

・きめ細かい指導を行うための指導体制の整備 

・部活動を教育課程に関連する事項として位置づける 

となっています。 

 

多少乱暴ではありますが、今回の改訂の趣旨を一言で表すなら「学校で学習したことを

実生活で生かす能力を育成する。」と言えるのではないかと考えています。 

いずれにせよ、来年 3月末までには、新しい学習指導要領が発表されますので、ニュー

ス等に注目しておいていただければと思います。 
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花配り 

11 月 9 日、今年は、前期の期末試験と重なったため、敬老

の日からかなり離れてしましましたが、生徒全員で、町内のご

老人にマリーゴルドを一株ずつ配って回りました。 

ご老人からは、今年も多くの感謝やお礼の手紙をいただきま

したので、生徒に紹介させていただきました。 

区民祭りのボランティア 

１１月１１日（日）、第２７回安芸区民まつりが行われ、１年

生がステージ発表の準備、駐輪場の整理、各出店の手伝いなどの

ボランティアとして参加しました。大声で呼び込みをしたり、汗

だくになって動き回るなど、真剣な姿で臨んでいました。来年度

の職場体験学習が楽しみです． 

地域清掃 

12 月 16 日、今年 2 回目の地域清掃がありました。夏に負

けず、多くの生徒が参加し、各地域をきれいにしてくれました。 

このような活動を通して、自分たちが、多くの地域の人に見

守られながら、成長していることや、地域社会が、地域の人た

ちの協力の上に成り立っていることを学んでくれたらと思いま

す。 

3年 1組 松本茉利恵さん「人権作文」で最優秀賞（広島法務局長賞） 

松本さんの人権作文が、全国中学生人権作文コンテスト広島県大会で最

優秀賞(広島法務局長賞)を受賞し、12 月 9 日基町クレドで行われた｢ヒ

ューマンフェスタ2007ひろしま｣のなかで表彰されました。 

更に、松本さんの作品は、全国大会に送られて、奨励賞を受賞し、12

月 20日、本校でその賞状の伝達式がありました。 

PS、本校は、多数の生徒が応募を行っているため、法務省人権擁護局

長、全国人権擁護委員連合会長（連名）から表彰状を授与されました。 


